
は
程
遠
い
状
況
だ
。

　

県
職
労
は
、
人
員
確
保
の
取

り
組
み
を
春
闘
期
の
重
点
要
求

課
題
と
位
置
付
け
て
お
り
、
欠

員
の
解
消
や
業
務
量
に
見
合
っ

た
適
正
な
人
員
配
置
に
向
け

て
、
職
場
の
「
生
の
声
」
を
し

っ
か
り
掴
ん
で
い
く
運
動
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

全
て
の
職
場
で
安
心
し
て
働

け
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
分
会
体
制
の
早
期
確

立
に
向
け
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

今
年
度
も
実
施
・
分
会
基
礎
調
査

　

業
務
量
に
見
合
っ
た
適
切
な

人
員
配
置
の
要
求
根
拠
と
す
る

た
め
、
今
年
度
も
分
会
基
礎
調

査
を
実
施
す
る
。
分
会
体
制
確

立
を
含
め
た
分
会
集
会
の
実
施

を
お
願
い
す
る
。

「
分
会
体
制
確
立
」

「
か
な
め
」

　

新
年
度
に
な
り

早
２
週
間
、
職
場

に
は
新
た
に
異
動

し
て
き
た
職
員
や

新
採
用
職
員
が
配

属
さ
れ
た
職
場
も

あ
り
、
新
し
い
職

場
体
制
で
こ
れ
か

ら
１
年
間
仕
事
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
▼
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え

で
「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
」

と
い
う
こ
と
が
一
番
で
あ
る
が

皆
さ
ん
の
職
場
は
働
き
や
す
い

職
場
環
境
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
？
近
年
、
若
年
層
の
早
期

退
職
が
多
い
こ
と
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
。
理
由
と
し
て
は
、
仕

事
内
容
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
休
暇

が
取
得
し
づ
ら
い
、
職
場
の
人

間
関
係
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
休

日
出
勤
な
ど
の
長
時
間
労
働
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
▼
こ
れ
ら
の

理
由
の
背
景
に
あ
る
原
因
は

様
々
だ
が
、
私
た
ち
労
働
組
合

が
そ
の
原
因
の
解
決
に
向
け
て

取
組
み
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
に
近
づ
け
る
こ
と
で
若
年
層

の
早
期
退
職
の
防
止
は
も
ち
ろ

ん
、
現
役
職
員
に
と
っ
て
も
働

き
や
す
い
職
場
環
境
に
つ
な
が

る
。
そ
の
た
め
に
は
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
声
が
重
要
で
あ
る

▼
労
働
組
合
で
行
っ
て
い
る
課

題
解
決
に
向
け
て
の
要
求
書
の

作
成
や
当
局
と
の
交
渉
の
基
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
組
合
員
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る

「
声
」
。
一
人
ひ
と
り
が
声
を

あ
げ
る
こ
と
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な

る
。

　

岩手県職員労働組合 中央執行委員長  小田嶋智昭
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分
会
体
制
は
運
動
の
要

　

４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴

い
、
分
会
体
制
も
新
し
い
体
制

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

年
度
初
め
の
忙
し
い
時
期
で

は
あ
る
が
、県
職
労
運
動
の「
か

な
め
」
と
な
る
分
会
体
制
の
確

立
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
た

め
、
早
め
の
役
員
選
出
を
お
願

い
す
る
。

　

県
職
労
運
動
の
基
本
は
、
組

合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
具
体

的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
職
場

に
最
も
身
近
な
「
分
会
」
組
織

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

分
会
は
、
本
部
・
支
部
か
ら

の
伝
達
だ
け
で
は
な
く
、
職
場

の
声
を
吸
い
上
げ
る
位
置
づ
け

を
持
っ
て
い
る
。
分
会
内
で
話

が
で
き
、
仲
間
の
働
き
方
や
思

い
を
共
有
し
な
が
ら
、
職
場
段

階
で
運
動
を
実
践
で
き
る
分
会

体
制
を
し
っ
か
り
構
築
で
き
る

か
が
、
組
合
全
体
の
力
量
を
左

右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　

ま
た
、
新
採
用
者
や
未
加
入

者
の
加
入
促
進
と
い
っ
た
点
で

も
、
同
じ
職
場
か
ら
の
声
か
け

が
最
も
効
果
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
分
会
体
制
は
、
ま
さ
に

「
県
職
労
運
動
の
要
」
で
あ
る
。

職
場
課
題
の
改
善
に
向
け
て

　

恒
常
的
人
員
不
足
に
加
え
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
応
に
よ
り
、
長
時
間

労
働
が
恒
常
化
す
る
な
ど
、
職

場
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　

加
え
て
、
職
場
の
業
務
を
側

面
か
ら
支
え
る
会
計
年
度
任
用

職
員
も
当
局
都
合
で
減
員
さ
れ

る
な
ど
、
適
正
な
人
員
配
置
に

　

３
年
間
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
よ
う
や
く
爆
発
的
な

拡
大
が
収
ま
り
、
本
格
的
な
Ｗ

Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け

て
社
会
全
体
の
動
き
が
活
性
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
感
染
拡
大
防
止
に
御
尽
力

さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
あ
ら

た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紛

争
を
き
っ
か
け
と
し
た
世
界
規

模
で
の
物
価
高
騰
が
私
た
ち
の

生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に

改
善
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
２
月
の

毎
月
勤
労
統
計
に
よ
る
と
実
質

賃
金
は
11
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
な
ど
、
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、県
職
労
と
し
て
も
、

今
年
の
賃
金
要
求
を
１
７
，０
０

０
円
に
設
定
し
交
渉
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

職
場
で
は
慢
性
的
な
人
員
不

足
の
中
で
の
日
々
の
業
務
従
事

に
加
え
、
気
象
災
害
や
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
突
発
的
な
業

務
へ
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
心
身
と
も
に
疲
弊
す
る
職

員
の
増
加
な
ど
、
職
場
環
境
の

悪
化
は
深
刻
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
５
月
に

一
関
市
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
際
に
、
業
務
命
令

の
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
実
質

的
に
往
復
の
バ
ス
移
動
時
間
も

勤
務
時
間
と
し
て
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
運
用
を
当
局
と
確
認

し
、
今
年
３
月
の
発
生
の
際
も

同
様
の
運
用
を
原
則
化
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
２

月
の
久
慈
市
で
発
生
し
た
同
業

務
の
際
に
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
声
を
も
と
に
何
度
も
当
局

と
協
議
を
詰
め
た
こ
と
で
実
現

し
た
内
容
で
あ
り
、
組
合
員
の

声
が
具
体
的
な
成
果
と
し
て
表

れ
た
特
徴
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

私
た
ち
労
働
組
合
は
、
生
活

の
糧
と
な
る
賃
金
や
休
暇
・
権

利
の
獲
得
、向
上
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
職
場

環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
職
制
を
通
じ
た
訴
え
で

は
速
や
か
な
改
善
が
難
し
い
課

題
で
も
、
組
合
を
通
す
こ
と
で

直
接
的
か
つ
迅
速
に
改
善
に
つ

な
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
労
働
組

合
運
動
の
最
大
の
強
み
で
す
。

　

職
場
の
全
員
が
組
合
に
結
集

い
た
だ
き
、
働
く
者
全
て
の
声

と
し
て
届
け
て
い
く
こ
と
が
極

　

県
職
労
は
３
月
４
日
第
１
回

中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

２
０
２
３
年
度
の
専
従
役
員
体

制
を
確
認
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
専
従
役
員
は

佐
々
木
真
由
美
書
記
長
、
藤
村

秀
樹
書
記
次
長
、
須
藤
開
中
央

執
行
委
員
の
３
名
と
し
て
確
認

し
た
。

　

今
年
度
も
小
田
嶋
智
昭
中
央

執
行
委
員
長
を
筆
頭
に
、
県
職

労
の
組
織
強
化
・
課
題
を
最
重

点
課
題
と
し
、
組
合
員
が
健
康

で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
職
場
環
境
の
改
善
を
求
め
、

県
職
労
運
動
を
進
め
て
い
く
。

は
運
動
の

〜
人
事
異
動
後
の
役
員
選
出
は
速
や
か
に
〜

〜
人
事
異
動
後
の
役
員
選
出
は
速
や
か
に
〜

め
て
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
新
年
度
、
ま
ず
は
新
採
用

者
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
加
入

促
進
に
、
県
職
労
役
員
・
職
場

の
全
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

達
増
知
事
は
新
年
度
の
訓
示

で
「
エ
ン
パ
ワ
ー
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
県
政
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ン
パ

ワ
ー
と
は
、
個
の
力
を
連
帯
し

成
果
獲
得
へ
進
ん
で
い
く
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
組
合
活
動

の
本
質
で
も
あ
り
ま
す
。
厳
し

い
時
ほ
ど
、
連
帯
し
て
全
体
が

前
に
進
め
る
行
動
実
践
が
不
可

欠
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
結

集
で
、
県
職
労
を
、「
共
に
・

前
へ
」進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 新

役
員
・
専
従
役
員
の
紹
介

２
０
２
３
年

各地域の場所と開催時間について

昨年第93回メーデー県中央集会（盛岡地区）

第94回メーデー！５月1日各地域で開催
　　　　　　　　 みんなで参加しよう！

　1886 年 5 月 1 日アメリカの労働者が 8 時間労働制を求めゼネラ
ルストライキ（全国的な規模で行われる労働争議）を行ったのが起源
とされる。当時、アメリカの労働者は低賃金と長時間労働に苦しめられ、
労働時間の短縮は切実な要求だった。今こそ「8 時間は労働、8 時間
は休息、そして残りの 8 時間は自分たちの自由な時間のために」働く
者の立場に立った働き方改革が必要である。皆さん！労働者の祭典で
あるメーデーに参加し、多くの仲間と共に団結を。

　岩手県中央メーデー (5月 1日）と同日開催となります。
盛岡地区 / 盛岡城跡公園 10：30、花北・和賀地区 / 花巻文化会館
9：30、遠野地区 / 遠野市民センター 14：00、胆江地区 / 奥州市文
化会館 Z ホール 13：30、一関地区 / 一関市総合体育館ユードーム
15：30、気仙地区 / おおふなぽーと多目的広場 10：00、釜石地区
/ 釜石情報交流センター 10：00、宮古地区 / 宮古駅前西広場 10：
00、久慈地区 / 久慈市観光交流センター（土風館）1F 多目的ホール
18：00、二戸地区 / なにゃーと1階イベントホール18：30

小澤 豊和（非専従）
（県庁支部・都市計画課）

佐々木 辰治（非専従）
（県庁支部・建築住宅課）

藤村 秀樹（専従）
（県庁支部・都市計画課）

佐々木 真由美（専従）
（盛岡支部・盛岡局県税部）

須藤　 開（専従）
（釜石支部・沿岸局水産部）

中央執行委員長
小田嶋　智昭
（北上支部・県南局北上土木分会）

◆
副
中
央
執
行
委
員
長

◆
副
中
央
執
行
委
員
長

◆
中
央
執
行
委
員

◆
書
記
次
長

◆
書
記
長

組合員の連帯で『共に・前へ』



　

公
務
労
協
は
３
月
24
日
総
務

省
公
務
員
部
長
と
交
渉
を
行

い
、
地
方
公
務
員
の
賃
金
労
働

条
件
の
改
善
を
求
め
た
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
】

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
に
対
し
て
勤
勉
手

当
の
支
給
を
行
う
地
方
公
務
員

法
改
正
に
関
し
、
勤
勉
手
当
支

給
に
係
る
地
方
財
政
措
置
に
向

け
て
検
討
す
る
と
の
回
答
を
引

き
出
し
た
。
交
渉
団
か
ら
、
勤

勉
手
当
支
給
の
必
要
な
財
源
措

置
と
と
も
に
、
常
勤
職
員
と
の

格
差
解
消
に
向
け
た
諸
制
度
の

改
善
を
強
く
求
め
た
。

▲改善を求め交渉する公務員連絡協議会交渉団

▲回答する川本人事院総裁

精
神
疾
患 

若
手
増
加

第
３
回
労
働
安
全
衛
生
管
理
委
員
会

保
健
指
導
対
象
者
２
３
０
人
増

　

３
月
16
日
、
２
０
２
２
年
度

第
３
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
取
り
組
み

経
過
、
次
年
度
実
施
計
画
を
協

　

県
職
労
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
し
い
年
度
を
迎
え

て
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
ご
指
導
と

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
１
月
、
米
Ｎ
Ｙ

タ
イ
ム
ズ
紙
が
「
２
０
２
３
年

世
界
で
行
く
べ
き
52
か
所
」で
、

盛
岡
市
が
ロ
ン
ド
ン
に
次
い
で

２
番
目
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
道
を「
喜
び
」と「
驚

き
」
で
受
け
止
め
た
市
民
も
多

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
の
23
年
度
予
算

審
査
の
中
で
、
私
か
ら
、「
好

機
と
と
ら
え
、
当
市
を
訪
れ
る

旅
行
者
が
、
日
帰
り
や
通
過
で

は
な
く
、『
滞
在
型
』
の
観
光

プ
ラ
ン
を
企
画
す
べ
き
」、「
障

が
い
者
が
安
心
し
て
市
内
を
通

行
で
き
る
よ
う
道
路
整
備
の
促

進
」
な
ど
市
当
局
に
要
望
し
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
市
職
員
の
定
数

に
つ
い
て
、
現
行
の
１
４
４
８

人
か
ら
７
人
減
ら
す
定
数
条
例

改
正
案
が
当
局
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
か
ら
、
職
員
の
超
過
勤
務

の
実
態
を
質
し
た
と
こ
ろ
、「
過

労
死
ラ
イ
ン
」
の
月
80
時
間
超

　

公
務
員
連
絡
会
は
、
23
春
闘

最
終
局
面
の
川
本
人
事
院
総
裁

交
渉
を
行
い
、
春
の
段
階
で
の

回
答
を
引
き
出
し
た
。

【
賃
金
改
善
】

　

川
本
総
裁
は
、「
情
勢
適
応

の
原
則
に
基
づ
き
必
要
な
勧
告

を
行
う
こ
と
を
基
本
に
臨
む
」

と
回
答
。
交
渉
団
か
ら
は
23
春

闘
で
は
、
３
月
17
日
の
連
合
公

表
の
集
約
で
は
、
月
例
賃
金
ベ

ー
ス
で
３
・
８
％
の
賃
上
げ
回

答
を
実
現
で
き
て
い
る
点
に
言

及
し
、
全
て
の
職
員
の
労
苦
に

報
い
る
改
善
勧
告
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
求
め
た
。

【
給
与
制
度
の
見
直
し
】

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
の
段
階

的
な
定
年
引
上
げ
制
度
の
導
入

23
春
闘　

３.

22
人
事
院
総
裁
交
渉

職
員
に
報
い
る
大
幅
賃
上
げ
勧
告
求
め
る

会
計
年
度

任
用
職
員

に
伴
い
、
法
律
附
則
で
設
け
ら

れ
た
「
定
年
引
上
げ
制
度
完
成

時
ま
で
の
60
歳
前
後
の
賃
金
カ

ー
ブ
の
見
直
し
」
な
ど
に
関
し

て
は
、「
社
会
と
公
務
の
変
化

に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整
備
に

関
し
、
人
員
構
成
の
変
化
、
民

間
給
与
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

一
体
的
に
取
り
組
み
を
進
め

る
」と
の
回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
問
題
は
、
高
齢
層
を
含
め

た
更
な
る
賃
金
抑
制
の
懸
念
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
問
題
山
積
の

可
能
性
が
あ
る
。
交
渉
団
は
、

全
職
員
の
意
欲
を
引
き
出
す
も

の
と
な
る
よ
う
交
渉
・
協
議
を

重
ね
る
べ
き
と
訴
え
た
。
こ
の

問
題
は
、
23
人
事
院
勧
告
の
焦

点
の
１
つ
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
動
向
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
諸
手
当
改
善
】

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
係
る
給
与
面

で
の
対
応
は
、
光
熱
費
・
水
道

費
の
職
員
負
担
の
軽
減
の
観
点

か
ら
、
新
た
に
支
給
す
る
手
当

に
関
し
て
具
体
的
な
枠
組
み
検

討
を
行
う
と
し
た
。
こ
の
姿
勢

は
一
定
評
価
で
き
る
が
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
労
務
管
理
上
の

課
題
も
山
積
し
て
い
る
こ
と
や
、

必
要
な
手
当
水
準
が
確
保
で
き

議
し
た
。

長
期
療
養
者
の
状
況

　

14
日
以
上
の
長
期
療
養
者
の

う
ち
、
精
神
疾
患
の
療
養
者
数

は
前
年
同
期
で
１
０
０
人
で
あ

り
、
横
ば
い
（
推
移
表
の
と
お

り
）。
依
然
と
し
て
、
若
年
層

の
割
合
が
多
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
離
職
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
深
刻
な
事
態
と
い
え
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

　

新
採
用
職
員
を
対
象
に
「
セ

ル
フ
ケ
ア
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
「
新
入
・
若
手
職
員
の
た

め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
の
配
布
や
、
精
神
科

嘱
託
医
に
よ
る
相
談
日
を
月
２

回
か
ら
３
回
へ
増
加
す
る
な
ど

対
策
を
進
め
て
い
る
。

長
時
間
労
働
に
よ
る
保
健
指
導

　

１
か
月
の
超
勤
が
１
０
０
時

間（
又
は
２
〜
６
か
月
の
平
均
超

勤
80
時
間
）を
超
え
る
職
員
は
、

７
５
１
人
で
あ
り
２
３
０
人
増

加
。
要
因
は
コ
ロ
ナ
関
連
業
務

が
多
い
と
の
分
析
だ
が
、
職
員

の
負
担
軽
減
策
が
急
務
で
あ
る
。

定
期
健
康
診
断
の
取
扱
（
変
更
）

　

定
期
健
康
診
断
と
地
共
済
事

業
の
人
間
ド
ッ
ク
の
両
方
を
受

診
す
る
職
員
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
９
月
末
ま
で
に
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
は
、

そ
の
受
診
結
果
を
定
期
健
康
診

断
の
受
診
結
果
と
し
て
扱
う
こ

と
と
す
る
（
重
複
受
診
も
可
）。

ク
ピ
オ
プ
ラ
ス
の
終
了（
３
月
末
）

　

ク
ピ
オ
プ
ラ
ス
（
健
康
情
報

提
供
サ
イ
ト
）
が
３
月
末
で
終

了
と
な
る
。
次
年
度
内
に
新
た

に
健
康
情
報
提
供
サ
イ
ト
が
開

始
予
定
と
し
た
。

「
勤
勉
手
当
」
早
期
創
設
求
め
る

23
春
闘　

３
・
24 

公
務
労
協
・
総
務
省
交
渉

る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

《
23
人
事
院
勧
告
に
向
け
て
》

　

川
本
総
裁
の
回
答
は
、
23
春

闘
で
賃
金
引
上
げ
基
調
と
な
る

中
に
あ
っ
て
十
分
な
回
答
と
は

程
遠
い
。
23
人
事
院
勧
告
に
向

け
て
職
員
の
生
計
費
維
持
の
観

点
か
ら
の
運
動
強
化
が
必
要
と

な
る
。
さ
ら
に
、
給
与
制
度
の

見
直
し
に
は
具
体
的
言
及
と
な

っ
て
お
ら
ず
、
高
齢
層
を
中
心

に
一
層
の
賃
金
抑
制
の
懸
念
が

払
拭
で
き
な
い
。
23
人
事
院
勧

告
の
最
大
の
焦
点
の
１
つ
と
し

て
と
ら
え
、
段
階
的
な
定
年
引

上
げ
制
度
を
起
因
と
し
た
賃
金

引
下
げ
を
許
さ
な
い
運
動
強
化

が
重
要
と
い
え
る
。
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2022年度精神疾患による療養状況（２月末時点）

2017 2018 2019 2020 2021 2021
（２月末）

2022
（２月末）

57 78 106 110 114 103 100

6,779 9,343 12,017 11,812 15,186 14,753 12,243

118.9 119.7 113.4 107.4 133.2 143.2 122.4

52 72 100 98 106 96 91

29歳以下 15 21 30 25 36 32 38

30歳代 7 13 20 20 22 20 22

40歳代 17 23 28 38 31 28 14

50歳以上 13 15 22 15 17 16 17

男 38 52 75 80 69 65 58

女 14 20 25 18 37 31 33

本庁 18 27 34 36 33 28 31

出先 34 45 66 62 73 68 60

内訳

年齢

性別

地区

療養総人員

療養総日数

療養平均日数

療養実人員

の
職
員
が
全
体
で

２
１
２
人
（
14
・

６
％
）
に
上
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
当
初
で
も
２

人
の
欠
員
が
生
じ
る
こ
と
も
明

ら
か
と
な
り
、
私
か
ら
は
「
そ

も
そ
も
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
問
題
」
と
追
及
し
、
議
案
に

反
対
し
ま
し
た
。

　

県
も
市
町
村
も
、「
人
員
不

足
」
は
深
刻
な
課
題
で
す
。
私

は
、
業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員

配
置
を
求
め
て
今
後
も
議
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
定
年
引
上
げ
課
題
】

　

定
年
引
上
げ
制
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
中
に
あ
っ
て
、
交
渉
団

か
ら
、
高
齢
期
の
生
活
を
支
え

る
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
、

必
要
な
新
規
採
用
の
確
保
に
向

け
た
財
政
措
置
を
求
め
た
。

《
今
後
の
制
度
改
善
に
向
け
て
》

　

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
の

た
め
に
は
、
法
制
度
の
改
善
は

も
と
よ
り
、
財
源
基
盤
と
な
る

地
方
財
政
措
置
の
確
保
が
重
要

と
な
る
。
自
治
労
は
、
組
織
内

国
会
議
員
と
連
携
し
、
国
会
・

総
務
省
対
策
を
進
め
て
い
く
。

住所変更等の手続を忘れずに！

世
界
に
評
価
さ
れ
た
盛
岡

野
中
や
す
し

　
　
　 

　
議
会
報
告

表 2022 年度精神疾患による療養状況 （２月末時点）

　

県
職
労
で
は
独
自
の
共
済
制
度
と
し

て
『
総
合
共
済
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

住
宅
災
害
時
の
給
付
で
は
正
確
な
住
所

登
録
が
必
要
で
す
（
住
所
変
更
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
給
付
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

定
期
人
事
異
動
等
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、

忘
れ
ず
に
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

届
出
用
紙
は
各
支
部
書
記
局
に
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。


